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薩摩川内市が
LINE

はじめたってよ。



【
質
問
紙
調
査
結
果
お
よ
び
課
題
】

　
小
学
６
年
生
・
中
学
３
年
生
と
も
に
、｢

学

校
に
行
く
の
は
楽
し
い｣

と
答
え
た
子
ど
も
の

割
合
が
、
全
国
平
均
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

　
一
方
、｢
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る｣

と

答
え
た
子
ど
も
の
割
合
が
全
国
平
均
よ
り
低
く
、

自
己
肯
定
感（
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
肯
定
で

き
る
感
情
）を
高
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
必

要
な
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

課
題
の
解
決
に
向
け
て

　
学
校
で
は
、
子
ど
も
が｢

授
業
が
よ
く
分
か

る
」と
実
感
で
き
る
授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
同
士
で
対

話
し
、
考
え
を
深
め
合
う
時
間
や
場
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
友
達
と
自
分
の
考
え
を
比
較
・
関

連
付
け
、
根
拠
や
理
由
を
付
け
て
説
明
す
る
活

動
な
ど
を
積
極
的
に
行
い
、
子
ど
も
が｢

授
業

に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る｣

姿
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
、
子
ど

も
が
自
分
に
合
っ
た
学
び
方
を
選
択
し
た
り
、

友
達
と
協
力
し
て
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る
な

ど
の
学
習
活
動
を
通
し
て
、｢

で
き
た｣｢

分
か
っ

た｣

と
学
び
を
実
感
し
、
自
己
肯
定
感
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
今
年
度
、
市
内
全
て
の
公
立

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
展
開
し
て
い
る｢

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
取

り
組
み
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
に
と
っ
て
学

校
が
安
心
で
き
る
場
所
と
な
る
よ
う
な｢

居
場

所
づ
く
り｣

や
、
子
ど
も
同
士
の｢

絆
づ
く
り｣

の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
学
校
が
主
体
と
な
っ

て
、
家
庭
や
地
域
と
共
に｢

魅
力
あ
る
学
校｣

の

実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
学
力

　
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・

能
力
と
し
て
、｢

知
識
及
び
技
能｣｢

思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等｣｢

学
び
に
向
か
う
力
・
人

間
性
等｣

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
こ

れ
ら
３
つ
の
資
質
・
能
力
を
身
に
付
け
、
変
化

の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
、
夢
と
希
望
を

抱
き
、
自
信
を
持
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
確
実
な
学
力
の
定
着
を
目

指
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
と
、
本
市
の
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

【
概
要
】

・
調
査
時
期
　
令
和
４
年
４
月

・
対
象
学
年
　
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

・
調
査
内
容
　

　
学
力（
国
語
、
算
数
・
数
学
、
理
科
）

　
質
問
紙
調
査（
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
な
ど
）

【
全
国
学
力
調
査
結
果
お
よ
び
課
題
】

　
小
学
６
年
生
は
、
全
て
の
教
科
で
、
全
国
平

均
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
中
学
３
年
生
で
は
、
国
語
、
理
科
は
県
、
全

国
平
均
を
や
や
下
回
り
ま
し
た
が
、
全
国
平
均

と
の
差
は
縮
ま
っ
て
い
ま
す
。
数
学
は
県
、
全

国
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
と
も
に
、
自
分
と
友
達
と
の
考

え
を
比
べ
て
関
連
付
け
た
り
、
根
拠
や
理
由
を

基
に
、
自
分
の
考
え
を
説
明
し
た
り
す
る
よ
う

な
問
題
に
課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

小学６年生 全国比 +9.5％
中学３年生 全国比 +12.5％

小学６年生 全国比 -8.5％
中学３年生 全国比 -8.0％

※ 当てはまると回答した
　割合の差

22022.12.10 広報

質問紙の回答から
学校に行くのは楽しい

自分には
よいところがある

未来をたくましく
生きる力を育むために 問合先／

本庁学校教育課指導Ｇ（内線 5332）

本市の子どもの学力
・学習の状況
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【全国学力調査の平均正答率】 ■市　■県　■全国

※県、市は整数値での発表です。

　

　

児童生徒質問紙から分かる本市の児童生徒の学習・生活習慣と平均正答率との関係
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質
問
／
普
段︵
月
曜
日
～
金
曜
日
︶、１
日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
、

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
視
聴
な
ど
を
し
ま
す

か
。

※ 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
学
習
す
る
時
間
や
ゲ
ー
ム
を
す
る

時
間
は
除
く
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
な
児
童

生
徒
に
は
、
教
科
の
平
均
正

答
率
が
高
い
傾
向
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

○ 

朝
食
を
毎
日
食
べ
る
。

○ 

毎
日
、
同
じ
ぐ
ら
い
の
時

刻
に
寝
る
。

○ 

読
書
が
好
き
で
あ
る
。

○ 

自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉

強
を
す
る
。

○ 

自
分
で
や
る
と
決
め
た
こ

と
は
や
り
遂
げ
る
よ
う
に

し
て
い
る
。

○ 

難
し
い
こ
と
で
も
、
失
敗

を
恐
れ
な
い
で
挑
戦
し
て

い
る
。

　
小
学
６
年
生
も
中
学
３
年
生

も
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
の
視
聴
時
間
が

長
い
ほ
ど
、
平
均
正
答
率
が
低

い
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
情
報
機
器
の
適

切
な
使
用
や
情
報
モ
ラ
ル
に
つ

い
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
情
報
機
器
の
使
用

ル
ー
ル
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

子どもの ｢声｣ を基に改善
し、確実な学力の定着につ
なげていきます。

　
教
職
員
が
つ
く
り
だ
す｢

居
場
所
づ
く

り｣

、
子
ど
も
同
士
が
紡
ぐ｢

絆
づ
く
り｣

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
互
い
の
意
見
を
認

め
合
え
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
、
対
話
的
な

学
習
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
対
話
を
通
し
て
自
ら

の
思
考
を
深
め
る
学
習
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）を
活
用

す
る
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
学
び

の
実
感
を
味
わ
え
る
授
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
教
師
が
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
共

感
を
持
っ
て
関
わ
り
な
が
ら
、｢

で
き
た｣

｢

分
か
っ
た｣

と
い
う
声
を
引
き
出
す
こ
と

で
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
制
度
を
生

か
し
、
子
ど
も
の
学
力
向
上
の
た
め
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
で
き
る
こ
と
を
学

校
運
営
協
議
会
な
ど
で
一
緒
に
考
え
て
い

ま
す
。

※ 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
、
Ｔ
w
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ

ｒ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

な
ど
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
利
用
者
同

士
が
交
流
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
こ
と
。

｢

魅
力
あ
る
学
級｣

｢

魅
力
あ
る
授
業｣

｢

魅
力
あ
る
人
（
教
師
）｣

｢

魅
力
あ
る
地
域｣

授業がよく分かる

授業に主体的に
取り組んでいる

魅力ある
学校づくり
プロジェクト

視聴時間　■ 30 分未満　■ 30 分以上～ 1 時間未満　■ 1 ～ 2 時間　■ 2 ～ 3 時間　■ 3 ～ 4 時間　■ 4 時間以上
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メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

災
害
情
報
を
確
認
し
よ
う

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す

る
備
え
や
避
難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご

ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た
め
の
情
報
を

ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.18災
害
関
連
情
報
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
信

　
地
方
公
共
団
体
な
ど
が
発

信
す
る
災
害
関
連
情
報
は
、

放
送
局
・
ア
プ
リ
事
業
者
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
て
、地
域
住
民
な
ど

に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
伝
達

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
仕
組
み
に
よ
っ
て
、

テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
を
通
じ
て
、災
害
時
に

避
難
指
示
な
ど
の
発
令
情
報

が
速
や
か
に
配
信
さ
れ
、い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
災
害
関
連
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

災
害
関
連
情
報
の
確
認
方
法

　
今
年
９
月
に
台
風
14
号
が

接
近
し
た
際
、テ
レ
ビ
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ

で
、緊
急
情
報
が
画
面
上
に

出
て
い
る
の
を
見
た
方
も
多

問
合
先
／
本
庁
防
災
安
全
課

防
災
安
全
G（
内
線
４
９
２
１
）

い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
緊
急
情
報
は
、

テ
レ
ビ
で
は
、リ
モ
コ
ン
の

ｄ
（
デ
ー
タ
）ボ
タ
ン
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
ア
プ
リ

を
取
得
し
、プ
ッ
シ
ュ
通
知

の
設
定
を
オ
ン
に
す
る
こ
と

で
確
認
で
き
、各
メ
デ
ィ
ア

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
内
の
テ
レ
ビ
局
・
新
聞

各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ア

プ
リ
の
他
、Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
、

Ｆ
Ｍ
さ
つ
ま
せ
ん
だ
い
な
ど

を
活
用
す
る
と
便
利
で
す
。

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
を

　
市
で
は
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

活
用
し
て
、災
害
対
応
速
報

な
ど
を
随
時
配
信
し
て
い
ま

す
。最
新
の
情
報
を
取
得
す

る
た
め
に
も
友
だ
ち
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

国体通信 vol.9

友だち登録は
こちら

2 0 2 3

 

応
援

団
長

テレビやスマートフォン画面に表示される
災害に関する情報（イメージ）

◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

防災情報

ニュース

天気

お知らせ

　
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
は
、
１
年
前
イ

ベ
ン
ト
の
様
子
な
ど
も
掲

載
し
て
お
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

▲Instagram

　バルーンリリース（風船を
空に飛ばす演出）に使用する
バルーンはラテックスとい
う天然ゴムで、日光や水に
よって分解される 100％自
然の原料でできており、自
然環境に優しい製品を使用
しています。

「みんなで踊ろう！国体ダンス」～“おもい”をバルーンに乗せて～

　
10
月
９
日（
日
）の
市
民

運
動
会
で
国
体
開
催
１
年

前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
み
ん

な
で
踊
ろ
う
！
国
体
ダ
ン

ス
」〜
“
お
も
い
”
を
バ

ル
ー
ン
に
乗
せ
て
〜
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
児
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
、
一
般
参
加
者

の
約
２
６
０
人
が
参
加
の

も
と
、
国
体
ダ
ン
ス
の
披

露
と
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
曇
り
空
で
天
気

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

参
加
者
全
員
の
元
気
な
ダ

ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　
国
体
開
催
ま
で
い
よ
い

よ
１
年
と
な
り
ま
し
た
！

市
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人

の
心
に
残
る
大
会
に
し
ま

し
ょ
う
！

42022.12.10 広報

「みんなの１１９」

・火花が出る　・爆発する
・レンジの扉のガラスが割れる

などの危険があり、火災に至る可能性もあります。取り扱いに
は十分注意し、正しく使いましょう！

電子レンジにアルミホイルを入れて使うと

救急車の適正利用を!!
救急車は全国で年間約619万件も出動し
ています。台数には限りがあります。本当に
必要な人のために「救えるはずの命」を
救うためにご協力をお願いいたします。

本市の公式LINEの「安心・安
全」「夜間・休日診療」から救
急の当番医が分かります。
※利用は急患・重症患者のみ

救急当番医の紹介

症状の緊急度を素早く判定！
救急車を呼ぶ目安に！

全国版救急受診アプリ

身近にある危険って？
～電化製品からの火災を防ごう～

ストーブなどの暖房器具の
使用に気を付けて!!

　これから本格的な冬が訪れ寒くなり、ストーブや
ファンヒーターといった暖房器具を使用する機会が
多くなります。暖房器具が原因の火災も発生してお
り、石油ストーブやガスストーブと比べて火事にな
りにくいと思われがちな電気ストーブが原因の火災
も発生しています。
　使用する際は燃料の漏れや、誤った燃料の給油、暖
房器具周りに燃えやすい物を置かないなど十分注意
しましょう。

電子レンジはとても便利だけど、使い方を間違えると

火災になる危険も！

次の点に注意！
□ 必ず消火してから給油する
□ 給油タンクの蓋は漏れない
　 ように確実に閉める
□ 誤ってガソリンを給油しない
□ 周りに燃えやすい物を置かない
□ 寝る前に必ず消す
□ 上に洗濯物を干さない
□ 定期的に換気を行う

大掃除と一緒に消火器の点検もしてみましょう！！
◯ 安全ピン（黄色のピン）

が外れていないか
◯ 封のシールは付いてい

るか
◯ レバーに変形はないか

※交換の目安として本体に使用期限も記載されています。

◯ 本体の外観に腐食が
ないか
　特に底面の淵は腐食
　が起こりやすい！

◯ホースに亀裂や損傷はないか
◯消火薬剤が外に漏れ出していないか
◯ ホースの中にクモの巣や虫の死骸などが

詰まっていないか
◯ 圧力ゲージが適正範囲内に

入っているか

限りある救急車は
本当に必要としている人に!

適正
範囲

針
×

Q助 きゅーすけ

× 便利な電子レンジでも
使い方を間違えると…

問合先／消防局予防課　 （22）0135 ▲消防局HP
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皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／秘書広報課企画総務・広聴広報Ｇ（内線 4122）

皆さんの思い出の
料理を大募集

思い出の学校給食

●�材料に示したものにかかわらず、旬の材料をたくさん使い、お好みで楽しむことができます。
●�豆乳や練りごまを入れることで減塩することができます。

　栄養管理として、かつお節や煮干し、昆
布でしっかりだしをとって、うす味に仕上
げたり、味の組み合わせや具材の切り方な
ど調理員の皆さんと考えたり、日々工夫を
凝らしながら子どもたちのために献立を考
えているそうです。
　「子どもたちの好みを理解した上で、栄
養価の基準を満たしつつ、伝統料理・郷土
料理・地元の食材を使用した和食、だしの
おいしさなどを伝え、楽しく食べてもらい
たい。理解してもらうことはとても大変な
ことですが、大人になっても給食を思い出
して、食の組み合わせを考えて食べるよう
になってほしい」と話してくれました。
　子どもたちの将来の健康も思いながら、
学校給食を考える久保田さん。そんな思い
のこもった給食を皆さんもぜひ作ってみて
ください。
（今回は、この中から倉野小松菜入りさつ
ま汁のみレシピを紹介します。）

  レシピ今回は、樋脇学校給食センター栄養教
諭の久保田晴美さん（樋脇小所属）に、

学校給食を紹介していただきました。
　献立は、「樋脇赤米ごはん（主食）、樋脇っ
茶香るきびなご（主菜）、つぼ漬けと切干大
根のごまいため（副菜）、倉野小松菜入りさ
つま汁（汁物）、東郷のみかん（デザート）、
牛乳」。米や小松菜、お茶など、地場産物
を多く使用し、地元の味・郷土料理を楽し
むことができるようにと考案しました。こ
の献立は、２０２２年第 17回全国学校給
食甲子園に応募し、１～３次予選を経て、
九州・沖縄代表枠としてエントリーされ、
全国ベスト 24に選ばれました。
　久保田さんが栄養管理や食に興味を持ち
始めたのは、幼い頃。両親が仕事に出てい
る間、姉妹で家事を分担しており、特に料
理が好きだったからだそうです。「自分が
作った料理を家族が『おいしい』と言って食
べてくれるのがうれしかった」と話します。

【材料】 （４人分）
●鶏もも肉：80ｇ�●厚揚げ：１/２枚�
●サツマイモ：１/４本�●板コンニャ
ク：１/８枚�●ゴボウ：１/５本�●ニン
ジン：１/７本�●大根：１/１６本�●小
松菜：１株�●ショウガ：少々�●サラ
ダ油：適量�●おからパウダー：小さ
じ１�●みそ：約４０ｇ�●かつお節（だ
し）：適量�●水：４００ｃｃ

【作り方】
❶�ニンジン・大根・サツマイモ（皮
付き）はいちょう切り、ゴボウ
はささがき、ショウガは細いせ
ん切り、小松菜は2㎝程に切る。
❷�板コンニャクは洗った後、切っ
てから塩もみして洗い流す。
❸�厚揚げは油抜きをして切る。
❹�かつお節でだしをとる。
❺�サラダ油で鶏もも肉・ゴボウ・
ニンジン・大根を炒め、だしを
加える。
❻�コンニャク・厚揚げ・サツマイ
モも加えて煮て、火が通ったら、
小松菜・おからパウダー・みそを
加え、再沸騰したら火を止める。

〜ワンポイント〜

久
く ぼ た

保田　晴
はる
美
み
さん（左から４番目）

と調理員の皆さん
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　10 月 22 日（土）、ＳＳプラザせんだいで「第 13 回
薩摩川内はんやジュニア大会」を開催しました。　
　市内の小学校・義務教育学校８校が出場し、｢正調
はんや節｣や、｢はんやロックバージョン｣に合わせて熱
気溢れる素晴らしい演技を披露しました。

　11 月１日（火）、本庁で京セラコミュニケーションシ
ステム（株）との立地協定調印式を行いました。　
　今回の協定は、京セラ鹿児島川内工場の事業拡大
に合わせ、ICT 事業の受注増加に対応するために事業
所を増設す
るものです。
本市の地域
産業の高度
化や雇用の
創出が期待
されます。

　10 月 19 日（水）～ 21（金）、甑島で日本に住む外国
の方を対象としたモニターツアーを実施しました。
　参加者からは「甑島の人の温かさや断

だん

崖
がい

奇
き

岩
がん

の絶景
は素晴らしい。自国の友人に紹介します」とのお声を頂
きました。
　参加者の撮影した写真や動画を SNSなどで投稿して
いただき、甑島の
魅力の発信による
外国人観光客の呼
び込みが期待され
ます。

第13回薩摩川内はんやジュニア大会

京セラコミュニケーションシステム（株）と
立地協定締結

世界に向けて魅力を発信！！
甑島でモニターツアーを実施しました

　10 月 21（金）、平佐東小学校で出張星空観望会を
開催しました。
　せんだい宇宙館の今

いま

村
むら

聡
さとし

館長と別
べ っ ぷ

府修
しゅうじ

治先生によ
る講話や神話劇の後、望遠鏡で星空を観察しました。
　当日は少し雲がありましたが、木星や土星、秋の星
座をきれいに
見ることがで
き、星座や宇
宙のロマンを
感 じ な が ら、
秋の夜長の観
望会を楽しみ
ました。

　10 月 27 日（木）、中央図書館で大人の図書館見学
ツアーを開催しました。　　　　　　　　　 
　参加者は、普段入れない閉架書庫の見学や、資料
調査などの図書館業務を体験し、図書館への関心を深
めました。

出張星空観望会ｉｎ平佐東小学校

大人の図書館見学ツアー

くまんじょの青パト隊　頑張ってます！
　隈之城地区コミュニティ協議会では、青パト隊 17
台が毎日ローテーションで子どもたちを見守ってい
ます。
　この活動について、県防犯協会と県警察本部から
地域安全活動ならびに
少年の健全育成に尽力
し犯罪のない安心なま
ちづくりに寄与した功
績により、10 月 19 日

（水）、薩摩川内警察署
にて表彰状の授与式が
行われました。
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■市役所の一般業務 ･･･12/29（木）～１/ ３（火）は休みです。戸籍届
出（婚姻届・出生届など）は、本庁および各支所の警備員室で預かります。
※ 住民票等証明書コンビニ交付受付サービスは、12/29（木）～

1/3（火）は利用できません。
■各保健センター・甑島診療所･･･12/29（木）～１/ ３（火）は休みです。

■コミュニティバス・デマンド交通 ･･･1/1（日）・2（月）は休みです。
1/3（火）は、くるくるバス・北部循環線・南部循環線・高江土川線は、日
曜日・祝日ダイヤです。
※ 甑島地域コミュニティ交通・串木野新港線・川内港シャトルバスは通常通り運行します。
■市営葬斎場 ･･･1/1（日）は休みです。

地
域
名

施　設　名
12月 １月

28 29 30 31 1 2 3 4
水 木 金 土 日 月 火 水

川
　
　
内

中央図書館
○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○

※ 12/31 は 17:00 まで

中央公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

総合運動公園
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 12/29 ～ 1/3 は 17:00 まで

御陵下運動公園
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 12/29 ～ 1/3 は 17:00 まで�

川内歴史資料館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

川内まごころ文学館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

ひまわり友あい館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

サン ･アビリティーズ川内 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

セントピア 〇 休 休 休 休 休 休 ○

ふれあいドーム ○ 休 休 休 休 休 休 ○

ＳＳプラザせんだい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

市民サポートセンター
（ＳＳプラザせんだい内） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

すこやかふれあいプラザ ○ 休 休 休 休 休 休 ○

国際交流センター
産業振興センター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

高速船ターミナル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

川内とれたて市場
○ ○ ○ 休 休 休 休 休

※ 12/30 は 15:00 まで

防災研修センター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

少年自然の家 休 休 休 休 休 休 休 ○

せんだい宇宙館
○ ○ ○ 休 休 休 ○ 〇

※ 12/29･30、1/3 は 17:00 まで

寺山いこいの広場
（寺山ゴーカート） ○ ○ ○ 休 休 休 ○ ○

寺山いこいの広場（レストハウス）○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

大原野池公園パークゴルフ場 ○ ○ ○ 休 休 休 休 ○

薩摩高城館 休 休 休 休 休 休 休 休

駅市　薩摩川内
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

通常：9:00 ～ 19:00
※ 12/31、1/1 は 9:00 ～ 18:00

川内駅観光案内所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

樋
　
　
脇

道の駅樋脇「遊湯館」

○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○

※ 12/31は 8:00 ～15:00、
1/2 は 10:00 ～16:00、
1/3 は 9:30 ～16:00、
1/4 は 9:30 ～17:00

樋脇郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

樋脇総合運動場
樋脇屋外人工芝競技場
樋脇グラウンド・ゴルフ場

休 休 休 休 休 休 休 ○

図書館樋脇分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

地
域
名

施　設　名
12月 １月

28 29 30 31 1 2 3 4
水 木 金 土 日 月 火 水

樋
　
　
脇

樋脇公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

樋脇もくもくふれあい館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

丸山自然公園 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入
　
　
来

入来温泉湯之山館 ○ ○ ○ ○ 休 ○ ○ ○

入来文化ホール ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

入来総合運動場
入来武道館 休 休 休 休 休 休 休 ○

図書館入来分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来公民館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来会館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

旧増田家住宅 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

入来麓観光案内所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

東
　
　
郷

東郷総合運動場 休 休 休 休 休 休 休 ○

東郷公民館（図書館東郷分館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

東郷共同福祉施設
（アミティプラザ東郷） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

祁
　
答
　
院

生態系保存資料館
「アクアイム」 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

祁答院体育館
祁答院グラウンド 休 休 休 休 休 休 休 ○

祁答院公民館
（図書館祁答院分館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

矢
や

立
たて

農村公園 休 休 休 休 休 休 休 休

里

里柔道会館 休 休 休 休 休 休 休 ○

里公民館（図書館里分館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

上甑島観光案内所
（里港ターミナル内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上
　
　
甑

上甑グラウンド 休 休 休 休 休 休 休 ○

上甑郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

上甑老人福祉センター 〇 休 休 休 休 休 休 ○

図書館上甑分館 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

上甑コミュニティセンター ○ 休 休 休 休 休 休 ○

観光船「かのこ」 ○ 休 休 休 休 休 休 ○

中甑地域活性化施設
（コシキテラス）

休 休 休 休 休 休 休 休

※�「休」でもバス待合所、トイレは利用可

下
　
　
甑

下甑郷土館 休 休 休 休 休 休 休 休

図書館下甑分館（下甑支所内） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

手打地域活性化施設
（てうちん浜や） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

下甑島観光案内所
（長浜港ターミナル内） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

鹿
　
　
島

鹿島公民館
（図書館鹿島分館） ○ 休 休 休 休 休 休 ○

甑ミュージアム恐竜化石等準備室
（鹿島支所） ○ 休 休 休 休 休 休 ○
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●し尿収集業務
地域名 年末年始のし尿収集体制 許可業者

川内

12/17（土）までに申し込まれた分については、12/29（木）までに収集
年始は、1/4（水）から業務開始�� � ㈲庵地衛生センター （22）2983

12/16（金）までに申し込まれた分については、12/28（水）までに収集
年始は、1/4（水）から業務開始�� � 山ノ内衛生㈲ （22）4776

樋脇 12/17（土）までに申し込まれた分については、12/29（木）までに収集
年始は、1/4（水）から業務開始�� � ㈲庵地衛生センター （22）2983

入来 年末の収集は、12/29（木）まで　年始は、1/5（木）から業務開始 ㈲あさくま浄化槽メンテナンス
㈲松崎商事

（59）3093
（52）2223

東郷 12/16（金）までに申し込まれた分については、12/28（水）までに収集
年始は、1/4（水）から業務開始�� � 山ノ内衛生㈲ （22）4776

祁答院 年末の収集は、12/29（木）まで　年始は、1/5（木）から業務開始 ㈲あさくま浄化槽メンテナンス
㈲松崎商事

（59）3093
（52）2223

里 年末の収集は、12/26（月）まで　年始は、1/12（木）から業務開始 石原衛生センター� 09969（3）2517

上甑 年末の収集は、12/26（月）午前中まで　年始は、1/6（金）から業務開始 浜口設備�� 09969（2）0692

下甑 年末の収集は、12/28（水）午前中まで　年始は、1/9（月）から業務開始 太伸建設㈱環境部� 09969（7）0947

鹿島 年末の収集は、12/28（水）午前中まで　年始は、1/9（月）から業務開始 太伸建設㈱環境部� 09969（7）0947

●ごみ収集業務
地域名 12/28（水） 12/29（木） 12/30（金） 12/31（土）～1/3（火） 1/4（水） 1/5（木） 1/6（金）

川内 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせないごみ

（第1水曜日収集地区）
燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

樋脇 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせないごみ

（第1水曜日収集地区）
燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

入来 休み 燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 資源物

（第1水曜日収集地区）
燃やせるごみ

（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区）

資源物
（第1金曜日収集地区）

東郷 燃やせないごみ
（第４水曜日収集地区）

燃やせるごみ
（月・木収集地区）

燃やせるごみ
（火・金収集地区） 休み 燃やせないごみ

（第1水曜日収集地区）
燃やせるごみ

（月・木収集地区）
燃やせるごみ

（火・金収集地区）

祁答院 資源物 燃やせるごみ 休み 休み 休み 燃やせるごみ 休み

里
缶類・ダンボール・
新 聞 チ ラ シ・
雑誌・紙製容器

燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ 休み 休み

上甑 休み 燃やせるごみ 休み 休み 燃やせるごみ
缶類・ダンボール・
新 聞 チ ラ シ・
雑誌・紙製容器

その他のプラスチック
類・ペットボトル・発泡
白色トレイ・紙パック

下甑
長浜・内川内
瀬々野浦

缶類・紙類・その他のプ
ラスチック類・ペットボ
トル・発泡白色トレイ

休み 燃やせるごみ 休み 休み 休み 燃やせるごみ

下甑
手打・片野浦
青瀬

休み 燃やせるごみ 休み 休み
びん類・ガス缶類・乾電
池・紙類・その他のプラ
スチック類・ペットボ
トル・発泡白色トレイ

燃やせるごみ 燃やせないごみ・
粗大ごみ

鹿島
缶類・紙類・その他のプ
ラスチック類・ペットボ
トル・発泡白色トレイ

休み 燃やせるごみ 休み 休み 休み 燃やせるごみ

※１月の収集は変則的になる地域があります。
※詳しくは、ごみ・資源物収集カレンダーで確認してください。
※年末は、ごみの排出が集中しますので、早めに大掃除を実施し、早めにごみを出しましょう。

●クリーンセンター

※川内・樋脇 ･ 入来・東郷・祁答院地域の家庭粗大ごみは、事前に連絡の上、搬入してください。
※指定袋に入る大きさのごみは、通常の収集日に出してください。       

地域名 12/28（水） 12/29（木） 12/30（金） 12/31（土）～1/3（火） 1/4（水） 1/5（木） 1/6（金）

川内
川内・樋脇
入来・東郷
祁答院

通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務 通常業務

上甑島
里・上甑 通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務 通常業務

下甑島
下甑・鹿島 通常業務 通常業務 通常業務 休み 休み 通常業務 通常業務

問合先 ／川内クリーンセンター  （30）1117　上甑島クリーンセンター  09969（3）2940　
　　　　 下甑クリーンセンター  09969（5）0770
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決
算
の
状
況

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
お

よ
び
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
歳
出
差
引
39
億
２
７
６
３
万

円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

す
べ
き
財
源
５
億
３
７
１
９
万

円
を
控
除
し
た
実
質
収
支（
１

表
）は
、
33
億
９
０
４
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
が
１
５
８
億

２
９
９
３
万
円
で
最
も
高
く
、

国
庫
支
出
金
が
１
３
９
億
３
２

７
９
万
円
で
、
地
方
交
付
税
が

１
２
７
億
５
１
０
９
万
円
と
続

き
ま
す
。

歳
出
は
、民
生
費
が
１
８
８
億

７
４
６
６
万
円
で
最
も
高
く
、

総
務
費
が
１
２
７
億
８
４
４

１
万
円
と
続
き
ま
す
。

ま
た
、
全
会
計
の
市
債
残
高

（
次
ペ
ー
ジ
２
表
）は
４
８
６
億

１
７
１
９
万
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
９
億
67
万
円
の
減
、
基
金

残
高（
次
ペ
ー
ジ
３
表
）は
１
６

４
億
２
９
２
５
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
３
９
８
２
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

令和3年度実質収支

一 般 会 計 特 別 会 計 計

歳 入 ① 646億4,666万円 260億7,383万円 907億2,050万円

歳 出 ② 613億3,279万円 254億6,007万円 867億9,287万円
差 引
（①-②） 33億1,387万円 6億1,376万円 39億2,763万円

翌 年 度 へ
繰 り 越 す
べ き 財 源

③

4億6,499万円 7,220万円 5億3,719万円

実 質 収 支
（①-②-③） 28億4,888万円 5億4,156万円 33億9,044万円

※計などについては、端数処理の関係で一致しない場合があります。

1表

項　目 金　額
介 護 保 険 事 業 110億6,855万円
国 民 健 康 保 険 事 業 110億   444万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 13億5,131万円
天辰第二地区土地区画整理事業 10億1,923万円
国民健康保険直営診療施設勘定 8億7,747万円
入来温泉場地区土地区画整理事業 3億5,433万円
天辰第一地区土地区画整理事業 3億4,609万円
温 泉 給 湯 事 業 4,073万円
浄 化 槽 事 業 1,168万円

合　　計 260億7,383万円

項　目 金　額
国 民 健 康 保 険 事 業 109億2,488万円
介 護 保 険 事 業 106億3,383万円
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 13億4,766万円
天辰第二地区土地区画整理事業 9億8,056万円
国民健康保険直営診療施設勘定 8億6,997万円
入来温泉場地区土地区画整理事業 3億2,810万円
天辰第一地区土地区画整理事業 3億2,419万円
温 泉 給 湯 事 業 3,920万円
浄 化 槽 事 業 1,168万円

合　　計 254億6,007万円

〈歳入〉 〈歳出〉
特 別 会 計

項　目 金　額
民 生 費 188億7,466万円
総 務 費 127億8,441万円
衛 生 費 68億4,560万円
土 木 費 52億7,916万円
公 債 費 51億4,295万円
教 育 費 36億6,914万円
消 防 費 22億   462万円
農 林 水 産 業 費 19億8,711万円
商 工 費 18億3,350万円
災 害 復 旧 費 15億3,517万円
諸 支 出 金 8億5,832万円
議 会 費 2億8,246万円
労 働 費 3,569万円
予 備 費 0万円

合　　計 613億3,279万円

一 般 会 計

〈歳入〉

〈歳入〉 〈歳出〉
項　目 金　額 項　目 金　額

市 税 158億2,993万円 分担金及び負担金 2億1,003万円
国 庫 支 出 金 139億3,279万円 法人事業税交付金 1億5,389万円
地 方 交 付 税 127億5,109万円 株 式 等 譲 渡 所

得 割 交 付 金 3,416万円
県 支 出 金 48億3,193万円
市 債 41億3,640万円 ゴ ル フ 場 利

用 税 交 付 金 3,273万円
繰 入 金 40億3,421万円
繰 越 金 29億8,688万円 環境性能割交付金 2,903万円
地方消費税交付金 22億5,551万円 配 当 割 交 付 金 2,456万円
諸 収 入 9億1,022万円 国 有 提 供 施 設 等 所 在

市町村助成交付金 1,753万円
使用料及び手数料 7億5,011万円
寄 附 金 6億4,787万円 交 通 安 全 対 策

特 別 交 付 金 1,209万円
地 方 譲 与 税 5億6,966万円
財 産 収 入 2億4,808万円 利 子 割 交 付 金 587万円
地 方 特 例 交 付 金 2億4,209万円 合　　計 646億4,666万円

令和３年度に実施した主な投資的事業
● コンベンション施設整備事業
● 橋梁維持補修事業
● 天辰第二地区土地区画整理事業
● 川内駅東口市有地等利活用事業
● 道路長寿命化事業

決
算
の
概
要

問
合
先
／

本
庁
財
政
課
財
政
Ｇ（
内
線
４
７
３
２
）

令
和
３
年
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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区　分 令和３年度末
現在高

令和２年度末との
比較増減

山 　 林 8,012万2,020.52㎡ 8万    467   ㎡増

山 林 以 外 の 土 地 1,581万4,769.31㎡ 2万9,007.2㎡減

建 　 物 63万7,246.80㎡ 580.2㎡減

有 価 証 券 4,628万円 ー

出 資 に よ る 権 利 2億7,471万円 ー

債 　 権 6億   859万円 1,077万円減

基 　 金 164億2,925万円 3,982万円増

市有財産現在高（令和３年度末）
3表

公営企業会計区分 予算額 執行額 執行率

水 道 事 業
 収益的収支

 収入 18億8,325万円 19億6,383万円 104.3%
 支出 16億7,209万円 16億1,165万円 96.4%

 資本的収支
 収入 2億8,770万円 2億8,239万円 98.2%
 支出 10億9,809万円 10億7,391万円 97.8%

簡 易 水 道 事 業
収益的収支

収入 3億1,494万円 3億2,266万円 102.5%
支出 3億   106万円 2億7,470万円 91.2%

資本的収支
収入 2億   803万円 2億   410万円 98.1%
支出 2億7,978万円 2億7,436万円 98.1%

下 水 道 事 業
収益的収支

 収入 9億2,023万円 9億1,249万円 99.2%
 支出 8億9,539万円 8億4,543万円 94.4%

資本的収支
 収入 16億8,629万円 11億4,282万円 67.8%
 支出 19億5,552万円 13億7,747万円 70.4%

公営企業会計

用

　語

　解

　説

■ 

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
…
令
和
３
年
度
に
事

業
を
完
了
で
き
ず
、
令
和

４
年
度
へ
実
施
を
繰
り
越

し
た
事
業
の
財
源

■ 

実
質
収
支
…
歳
入
歳
出
差

引
額
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
差
し
引

い
た
額
で
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
の
良
否
を

判
断
す
る
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
り
ま
す
。

■ 

一
般
会
計
…
予
算
の
中
心

と
な
る
基
本
的
・
一
般
的

な
会
計
で
、
他
の
会
計
に

属
さ
な
い
も
の
は
、
全
て

こ
の
会
計
で
処
理
さ
れ
ま

す
。

市債（市の借入金）の現在高
2表

会計 項　　　　目 金　　額

一

般

会

計

臨時財政対策債 169億9,752万円

土木債 55億8,513万円

教育債 40億6,751万円

総務債 35億1,300万円

消防債 16億9,851万円

衛生債 14億2,944万円

農林水産業債 11億6,157万円

災害復旧債 6億5,173万円

公営企業出資債 1億4,321万円

商工債 1億3,383万円

減収補
ほ

塡
てん

債 1億2,540万円

減税補塡債 1億1,310万円

一 般 会 計 〈合計〉 356億1,995万円

特

別

会

計

天辰第二地区土地区画整理事業 6億6,147万円

天辰第一地区土地区画整理事業 6億4,170万円

入来温泉場地区土地区画整理事業 3億4,560万円

国民健康保険直営診療施設勘定 7,478万円

浄化槽事業 2,012万円

特 別 会 計 〈合計〉 17億4,367万円

公
営
企
業
会
計

下水道事業 58億4,867万円

水道事業 46億3,533万円

簡易水道事業 7億6,957万円

公 営 企 業 会 計 〈合計〉 112億5,357万円

全会計市債残高〈合計〉

令和３年度末全会計市債残高〈合計〉① 486億1,719万円

令和２年度末全会計市債残高〈合計〉② 495億1,786万円

比較増減（①－②） △9億　67万円

※計などについては、端数処理の関係で一致しない場合があります。

市民１人当たりでは…

令和３年度末市民１人当たりの全会計市債残高③ 52万3,892円

令和２年度末市民１人当たりの全会計市債残高④ 53万1,770円

比較増減（③－④） △7,878円

■ 

特
別
会
計
…
特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
や
特
定
の
歳

入
を
も
っ
て
特
定
の
歳
出

に
充
て
、
一
般
会
計
の
歳

入
歳
出
と
区
別
し
て
経
理

す
る
会
計
の
こ
と

■ 

公
営
企
業
会
計
…
市
町
村

が
直
接
経
営
す
る
企
業
に

係
る
会
計
の
こ
と

■ 

民
生
費
…
児
童
・
高
齢
者
・

障
害
者
の
福
祉
な
ど
の
経

費
■ 

総
務
費
…
庁
舎
な
ど
の
維

持
管
理
、
税
金
の
徴
収
、

戸
籍
管
理
、
選
挙
な
ど
の

経
費

■ 

衛
生
費
…
保
健
衛
生
や
環

境
対
策
、
ご
み
処
理
対
策

な
ど
の
経
費

■ 

公
債
費
…
こ
れ
ま
で
の
施

設
整
備
な
ど
で
借
り
た
お

金
の
返
済
の
た
め
の
経
費

■ 

商
工
費
…
商
工
業
や
観
光

振
興
な
ど
の
経
費

■ 

労
働
費
…
労
働
者
福
祉
な

ど
の
経
費

■ 

国
庫
支
出
金
…
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

■ 

繰
入
金
…
基
金
の
取
り
崩

し
や
他
会
計
か
ら
入
れ
る

お
金

■ 

繰
越
金
…
前
年
度
か
ら
繰

り
越
さ
れ
た
お
金

■ 

分
担
金
及
び
負
担
金
…
土

地
改
良
や
保
育
園
の
保
育

料
な
ど
、
事
業
実
施
に
伴

う
受
益
者
か
ら
も
ら
う
お

金



本
市
の
健
全
化
判
断
比
率

会
計
別
資
金
不
足
比
率

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
算
定
対
象
範
囲

●各指標と基準および本市の状況
　
健
全
化
判
断
比
率
は
、
市
の
財
政
状
況
の
健
全
度

を
表
す
指
標
で
す
。

　
資
金
不
足
比
率
は
、
市
が
経
営
す
る

公
営
企
業
の
経
営
状
況
の
健
全
度
を
表

す
指
標
で
す
。

　
健
全
化
判
断
比
率
の
各
項
目
と
資
金
不
足
比
率
の
算

定
対
象
範
囲
を
各
会
計
の
項
目
に
照
ら
し
た
も
の
で
す
。

　｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律（ 

財

政
健
全
化
法
）｣

に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
は
、
毎
年
度
決

算
に
基
づ
き
、
財
政
の
健
全
性
に
関
す
る
指
標（ 

健
全
化

判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率
） 

の
算
定
を
行
い
、
監
査
委

員
の
意
見
を
付
し
て
議
会
に
報
告
し
、
公
表
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
の
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
も
早

期
健
全
化
基
準
ま
た
は
財
政
再
生
基
準
を
下
回
っ
て
い
ま

す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

指　標　名 実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実質公債費
比率 将来負担比率

内　　容

一般会計等を対象
とした実質赤字額
の標準財政規模に
対する比率

全会計を対象とし
た実質赤字額また
は資金の不足額の
標準財政規模に対
する比率

一般会計等が負担
する元利償還金な
どの標準財政規模
に対する比率

（３カ年平均）

一般会計等が将来
負担すべき実質的
な負債の標準財政
規模に対する比率

対 象 範 囲 一 般 会 計 等 全    会    計 一 般 会 計 等 一 般 会 計 等

本　市

令和３年度
決算 ― ― 7.7％ ―

令和２年度
決算 ― ― 7.9％ 0.3％

財政健全化法
に基づく基準

（令和３年度）

早期
健全化
基準

11.83％ 16.83％ 25.0 ％ 350.0％

財政再生
基準 20.00 ％ 30.00 ％ 35.0 ％

※赤字額がない場合は ｢̶｣ と記載しています。

指　標　名 資　金　不　足　比　率

内　容 公営企業ごとの資金の不足額の事業規模に対する比率

会　計　名 温泉給湯
事業

浄化槽
事業 水道事業 簡易水道

事業
下水道
事業

本　市

令和３年度
決算 ― ― ― ― ―

令和２年度
決算 ― ― ― ― ―

財政健全化法
に基づく基準

（令和３年度）

経営健全化
基準 20.0％

※本市の資金不足比率は、資金不足額がないため ｢―｣ と記載しています。

区　分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

資金不足
比率

一
般
会
計
等

 一般会計

 天辰第一地区土地区画整理事業

 天辰第二地区土地区画整理事業

 入来温泉場地区土地区画整理事業

 国民健康保険事業

 国民健康保険直営診療施設勘定

 介護保険事業

 後期高齢者医療事業

公
営
企
業
会
計

 温泉給湯事業

 浄化槽事業

 水道事業

 簡易水道事業

 下水道事業

※
公
営
企
業
会
計
ご
と
に
算
定

公
営
事
業
会
計
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本
市
の
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び

　
　 
資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く

用

　語

　解

　説

■ 

標
準
財
政
規
模
…
地
方
公
共
団
体
の
標

準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
経
常
的
一
般
財
源
の
規
模

■ 

事
業
規
模
…
地
方
公
営
企
業
に
お
け
る

料
金
収
入
な
ど
の
営
業
収
益
の
規
模

■ 

早
期
健
全
化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

…
自
主
的
な
改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健

全
化
の
基
準

　 

　
健
全
化
判
断
比
率
の
四
つ
の
指
標
全

て
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
で
も
そ

の
基
準
を
超
え
る
場
合
は
、｢

財
政
健

全
化
計
画｣

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

■ 

財
政
再
生
基
準（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）…
国

な
ど
の
関
与
に
よ
る
確
実
な
再
生
の
基

準
　 

　
健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち
、
将
来
負

担
比
率
を
除
く
三
つ
の
指
標
に
つ
い
て

設
け
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
で
も
そ
の
基

準
を
超
え
る
場
合
は
、｢

財
政
再
生
計

画｣

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　 

　
財
政
状
況
が
危
う
く
な
っ
た
時
点
で

早
期
健
全
化
基
準（
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）

で
警
告
を
与
え
、
そ
の
自
治
体
自
ら
が

財
政
再
建
で
き
な
い
こ
と
が
明
確
に
な

れ
ば
、
財
政
再
生
基
準（
レ
ッ
ド
カ
ー

ド
）に
よ
り
、
国
な
ど
の
関
与
の
も
と

で
財
政
再
建
に
取
り
組
む
と
い
っ
た
制

度
で
す
。
い
ず
れ
も
数
値
が
大
き
い
ほ

ど
財
政
状
況
が
悪
い
こ
と
を
示
し
ま

す
。

■ 

経
営
健
全
化
基
準
…
自
主
的
か
つ
計
画

的
に
公
営
企
業
の
健
全
化
を
図
る
べ
き

基
準

　 

　
資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
定
め
ら
れ

た
数
値
で
あ
り
、
経
営
健
全
化
基
準
以

上
で
あ
る
場
合
に
は
、｢

経
営
健
全
化

計
画｣

を
定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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～生まれ変
わる

　　　みん
なの学校編

～

　少
子
化
な
ど
に
よ
る
児
童
生
徒
数

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
本
市
で
は
24

の
小
・
中
学
校
が
閉
校
と
な
り
ま
し

た
。　こ

の
跡
地
を
使
っ
た
新
た
な
事
業

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　今
回
は
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た

学
校
の
姿
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

本
市
が
進
め
る

　
　
　

「
閉
校
跡
地
利
活
用
」

　
市
の
担
当
者
の
話
で
は
、
閉

校
し
た
学
校
を
民
間
に
貸
し
付

け
て
利
活
用
を
図
っ
て
い
る
の

だ
そ
う
。

　
市
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
今
後

厳
し
く
な
る
財
政
状
況
を
踏
ま

え
て
、「
公
有
財
産
利
活
用
基

本
方
針
に
基
づ
く
財
産
仕
分

け
・
利
活
用
方
針
」
を
策
定
し
、

施
設
数
の
削
減
な
ど
を
行
い
な

が
ら
維
持
管
理
経
費
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
市
所
有
の

宿
泊
施
設
や
公
衆
浴
場
を
民
間

に
譲
渡
・
貸
し
付
け
し
、
利
活

用
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
閉
校
跡
地
で
も
事
業
が
営
ま

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
活

性
化
が
図
ら
れ
た
り
、
雇
用
が

期
待
で
き
た
り
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
も
あ
る
よ
う
で
、
現
在
、
市

内
に
あ
る
閉
校
跡
地
24
カ
所
の

う
ち
９
カ
所
が
利
活
用
さ
れ
て

い
る
ん
だ
っ
て
。

　
で
も
、
使
わ
れ
な
く
な
っ
た

学
校
を
ど
う
や
っ
て
利
活
用
し

て
い
る
ん
だ
ろ
う
。

　
今
回
は
、
利
活
用
さ
れ
て
い

る
閉
校
跡
地
の
中
か
ら
、
旧
陽

成
小
学
校
と
、
旧
東
郷
中
学
校

の
状
況
に
つ
い
て
調
べ
て
き
ま

し
た
。

世
代
を
問
わ
ず
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設

　
旧
陽
成
小
学
校
で
は
、
体
育

館
を
社
会
人
か
ら
少
年
ま
で
幅

広
く
利
用
で
き
る
全
天
候
型
の

室
内
野
球
練
習
場
「
Pプ
レ

イ

L
A
Y

Sス
ペ

ー

ス

P
A
C
E
　
Yヨ
ウ

ゼ

イ

O
Z
E
I
」
に

改
修
す
る
な
ど
、
企
業
が
運
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
専
用
打
撃
マ
シ
ン
な
ど
を
用

い
て
の
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
練
習
が

で
き
る
他
、
屋
外
（
プ
ー
ル
跡

地
）
で
の
ピ
ッ
チ
ン
グ
練
習
も

で
き
ま
す
。

　
こ
の
施
設
の
改
修
の
際
に
は

市
内
の
企
業
や
高
校
と
協
力
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
材
料
に
な
ら

ず
、
本
来
捨
て
ら
れ
る
は
ず
の

土
砂
を
使
っ
て
埋
め
立
て
を
し

た
り
、
高
校
生
の
体
験
授
業
の

場
を
兼
ね
て
床
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
打
設
を
し
た
の
だ
そ
う
。

　
ま
た
、
施
設
内
で
使
わ
れ
て

い
る
バ
ッ
ト
は
、
竹
害
対
策
の

た
め
に
伐
採
さ
れ
た
県
内
産
の

竹
を
使
っ
て
製
造
さ
れ
て
い
た

り
、
ボ
ー
ル
も
市
内
の
高
校
か

ら
縫
い
目
が
破
れ
た
も
の
を
も

ら
い
、
鹿
児
島
市
内
の
福
祉
作

業
所
に
依
頼
し
て
、
皮
の
張
り

替
え
や
縫
い
直
し
を
し
て
使
う

な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
ん
だ
っ
て
。

校
庭
跡
を
彩
る
一
面
の

胡
蝶
蘭

　
旧
東
郷
中
学
校
で
は
、
企
業

が
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
そ
の
中

で
胡
蝶
蘭
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
台
湾
か
ら
届
く
苗
を
半
年
か

け
て
栽
培
し
て
お
り
、
苗
へ
の

水
・
薬
液
や
り
、
育
っ
た
花
へ

の
支
柱
立
て
、
複
数
の
花
を
鉢

に
合
わ
せ
る
「
仕
立
て
」、
出
荷

の
一
連
の
工
程
を
一
日
約
30
人

で
行
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
。

　
栽
培
に
お
い
て
は
、
温
度
・

湿
度
の
管
理
が
非
常
に
重
要
で
、

こ
れ
ら
を
全
て
自
動
で
行
っ
て

い
る
ん
だ
っ
て
。

　
校
庭
跡
に
建
つ
10
連
棟
の
ハ

ウ
ス
や
、
一
面
に
咲
く
胡
蝶
蘭

は
圧
巻
で
す
。

　
一
般
の
方
の
ハ
ウ
ス
内
へ
の

立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

直
売
所
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

懐
か
し
さ
、新
鮮
さ
を

感
じ
ら
れ
る
場
所
に

　
今
回
調
べ
た
２
カ
所
は
、

ど
ち
ら
も
校
舎
や
体
育
館
と

し
て
の
懐
か
し
さ
を
感
じ
る

部
分
を
残
し
な
が
ら
、
も
と

も
と
学
校
だ
っ
た
と
は
思
え

な
い
く
ら
い
形
を
変
え
て
、

新
し
い
施
設
へ
と
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
学
校
を
よ
く
知
る
卒

業
生
や
地
元
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
学
校
に
入
る
機
会

が
少
な
い
皆
さ
ん
も
そ
の
変

化
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

※ 

施
設
の
利
用
・
来
場
の
際

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▲ 県 内 産 の 竹 を 使 っ て 作 ら れ た
バ ッ ト（上）と、皮 を 張 り 替 え、
縫 い 直 し た ボ ー ル（下）。置 い
て い る テ ー ブ ル も 床 の 廃 材 を
再 利 用 し た も の な ん だ と か。

▲ 一 面 に 咲 く 胡 蝶 蘭。適 切 な 管
理 を 要 す る 繊 細 な 花 な ん だ っ
て。

▲ 栽 培 に お い て 一 番 重 要 な
「仕 立 て」の 様 子

　
皆
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
や

紹
介
し
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
先
／
本
庁
秘
書
広
報
課

企
画
総
務
・
広
聴
広
報
Ｇ

（
内
線
４
１
２
２
）

い
。

▲株式会社C
ク レ ド
redo

　ホームページ
　（旧東郷中学校）
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　ホームページ



２
年
越
し
の
ス
タ
ー
ト

　
香
港
で
有
名
な
観
光
雑
誌
の
記
者

と
し
て
、
平
成
25
年
か
ら
６
年
間
外

国
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
て
い

た
何
さ
ん
。

　
当
時
日
本
を
担
当
し
て
お
り
、
仕

事
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
訪
日
を
経

て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー（
※
）

で
日
本
で
の
滞
在
を
始
め
ま
し
た
。

　
香
港
の
会
社
を
通
じ
て
日
本
の
観

光
協
会
な
ど
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、

こ
の
ま
ま
日
本
で
の
生
活
を
続
け
た

い
と
思
っ
た
何
さ
ん
は
、
同
じ
く

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
で
訪
日
し

て
い
る
外
国
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
グ
ル
ー
プ

で
本
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

の
記
事
を
目
に
し
ま
す
。

　
そ
れ
ま
で
名
前
も
知
ら
な
か
っ
た

本
市
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
さ
ま
ざ
ま

な
魅
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

知
名
度
の
低
さ
を
感
じ
た
何
さ
ん
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
が
活
か
せ
る
の
で

は
と
思
い
、
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。

　
令
和
２
年
２
月
に
内
定
を
も
ら
い
、

ビ
ザ
の
手
続
き
な
ど
の
た
め
に
一
度

帰
国
し
ま
し
た
が
、
当
時
は
コ
ロ
ナ

禍
。
入
国
制
限
の
た
め
日
本
に
戻
れ

ず
、
香
港
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

活
動
し
な
が
ら
戻
る
機
会
を
待
ち
続

け
ま
し
た
。

　「
先
の
見
え
な
い
状
況
で
し
た
が
、

観
光
物
産
協
会
の
方
が
小
ま
め
に
連

絡
を
く
れ
て
気
に
か
け
て
く
れ
た
こ

と
で
不
安
が
和
ら
ぎ
、
本
市
で
働
き

た
い
と
い
う
思
い
が
よ
り
強
く
な
り

ま
し
た
」

　
２
年
後
の
今
年
５
月
に
よ
う
や
く

入
国
し
、
本
市
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

人
の
温
か
さ
に
触
れ
て

　
日
々
の
活
動
の
中
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
友
人
か
ら
の
応
援
が
や
り
が

い
だ
と
感
じ
て
い
る
何
さ
ん
。「
前
職

で
は
苦
労
し
て
い
た
取
材
交
渉
も
、

こ
ち
ら
で
は
親
切
に
応
じ
て
も
ら
い
、

出
会
う
人
々
の
温
か
さ
が
う
れ
し

い
」と
話
し
ま
す
。

　
最
近
香
港
か
ら
は
、
旅
行
者
だ
け

で
な
く
移
住
者
も
多
い
よ
う
で
、
移

住
先
は
地
方
も
増
え
て
き
て
い
る
の

だ
と
か
。

　「
本
市
に
も
増
え
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、
そ
の
時
は
自
分
の
よ
う
に

温
か
く
迎
え
入
れ
て
も
ら
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
そ
れ
が
地
域
お
こ
し

の
力
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

と
、
新
た
な
地
域
振
興
の
可
能
性
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め

　
本
市
の
魅
力
は
き
れ
い
な
自
然
や

豊
か
な
食
な
ど
と
語
る
何
さ
ん
。

　
現
在
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
担
当
と

し
て
、
本
市
の
知
名
度
を
高
め
る
た

め
、
香
港
・
台
湾
の
方
向
け
に
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ

ａ
ｍ
で
週
３
〜
４
回
情
報
を
発
信
し

た
り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
動
画

配
信
や
、
中
国
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
成
し
た
り
し
て
、
魅
力
の
発
信

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　「
香
港
の
方
々
が
旅
行
で
日
本
に

訪
れ
る
際
、
移
動
が
便
利
な
都
市
部

を
選
ぶ
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
は
、

市
内
の
お
店
や
人
、
方
言
な
ど
を
題

材
に
自
分
の
目
線
で
動
画
を
作
成
し
、

見
た
方
に
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
い
、

本
市
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

心
掛
け
て
い
ま
す
」

　
最
近
は
甑
島
に
関
す
る
投
稿
へ
の

閲
覧
数
が
増
え
て
い
る
そ
う
。
中
国

語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
全
国
旅

行
支
援
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
検
索

サ
イ
ト
で
上
位
に
上
が
る
ほ
ど
多
く

の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。「
発
信
を
続

け
る
こ
と
で
地
名
を
覚
え
て
も
ら
う

と
こ
ろ
か
ら
始
め
、
本
市
の
知
名
度

を
高
め
た
い
。
そ
し
て
、
今
後
の
旅

行
先
の
候
補
と
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
」

　
そ
う
話
す
何
さ
ん
は
、
よ
り
多
く

の
方
に
本
市
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

今
日
も
市
内
を
巡
っ
て
い
ま
す
。

　文字通り、その人の隣にいて、思いに寄
り添うことや人柄を表す言葉「人となり」
をイメージしたコーナーで、人物や活動の
紹介だけでなく、その人の思いにスポット
を当てることを目的としています。

　「人のとなりに」とは…

　
地
域
に
住
ん
で
地
場
産
品
の
開
発
、

地
域
の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
っ
て
い

る
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」。
本
市
で

は
10
人
の
方
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
着
任
し
、

海
外
に
向
け
て
本
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
一
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
思
い

に
寄
り
添
い
ま
す
。

何ほ
う

　曉ひ
う

萍ぴ
ん

さ
ん

何ほ
う

曉ひ
う

萍ぴ
ん

さ
ん

▲�薩摩川内市観光
物産ガイドここ
ろホームページ
　（中国語版）

▲Instagram ▲YouTube
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※ 

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
・・・

2
国
間
に
お
い
て
相
手
国
・

地
域
の
青
少
年
に
対
し
、
休

暇
目
的
の
入
国
と
、
滞
在
期

間
中
の
旅
行
・
滞
在
資
金
を

補
う
た
め
の
就
労
を
認
め
る

制
度

レ
ス｣

と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
業
務
と
し
て
は
、
製
缶
や

ス
テ
ン
レ
ス
・
チ
タ
ン
・
ア
ル
ミ

な
ど
の
溶
接
加
工
の
設
計
か
ら
製

造
を
行
っ
て
い
ま
す
。
機
械
を

使
っ
た
流
れ
作
業
で
は
で
き
な
い

細
や
か
な
溶
接
を
手
作
業
で
行
う

こ
と
で
、
当
社
に
し
か
で
き
な
い

製
品
な
ど
一
点
物
の
オ
ー
ダ
ー
品

を
多
く
取
り
扱
っ
て
お
り
、
作
ら

れ
た
製
品
は
、
国
内
だ
け
で
な
く

海
外
で
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

働
き
や
す
い
環
境
を
　

目
指
し
て

　
当
社
で
は
、
社
員
一
人
一
人
の

技
術
力
を
数
値
化
し
、
成
果
に
応
じ

た
待
遇
と
な
る
よ
う
な
独
自
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
・
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。
資
格
取
得
に
係
る
手
当
も

充
実
し
て
い
る
他
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
必
要
な
環
境
も
整
っ
て
お
り
、
未

経
験
の
方
で
も
安
心
し
て
働
け
る
職

場
で
す
。ま
た
、社
員
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
の
充
実
を
図
る
た
め
、
会
社
の
年

間
休
日
を
祝
日
に
連
休
と
な
る
よ
う

増
や
し
、
有
給
休
暇
と
合
わ
せ
て
１

週
間
以
上
の
長
期
休
暇
を
取
得
し
や

す
く
な
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負

　
こ
れ
か
ら
も
溶
接
加
工
に
関
す

る
技
術
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も

に
、
社
員
に
長
く
勤
め
て
も
ら
え

る
よ
う
な
職
場
づ
く
り
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

日
々
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
地

元
地
域
の
発
展
に
貢
献
し
、
共
に

成
長
し
歩
ん
で
い
け
る
よ
う
な
会

社
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
株
式
会
社
ミ
ナ
ト

ス
テ
ン
レ
ス
を「
深
ボ
リ
！
」。
代

表
取
締
役
会
長
　
戸と

だ田
す
み
れ
さ

ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
１
９
８
２
年
に
水
引
町

に
て
創
業
し
、
２
０
０
６
年
に
現

在
の｢

株
式
会
社
ミ
ナ
ト
ス
テ
ン

第
48
回
株
式
会
社
ミ
ナ
ト
ス
テ
ン
レ
ス

株
式
会
社
ミ
ナ
ト
ス
テ
ン
レ
ス

港
町
３
６
０
番
地
17

（
26
）３
４
７
８

起業者応援！

今月の起業人び と

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

　６月にリニューアルオープンした｢
まつ毛エクステ・まつ毛パーマ｣のサロ
ンです。コロナ禍でマスク生活になり、
目元の美への関心が高くなっています。
ゆっくりとくつろいでいただける完全
プライベート空間で、癒やしの時間を
提供するとともに美しい目元に仕上げ
ます。幅広い年齢層のお客さまにご来
店いただける店づくりを行っておりま
すので、目元の美にご興味のある方は、
ぜひお気軽にお立ち寄りください。

e
アイ

ye l
ラッシュ

ash s
サロン

alon A
アメリ

melie　業種：美容業　起業者：福
ふくどめ

留　さゆりさん

●

●

●

●

入来総合
グラウンド
鹿児島銀行
入来支店

川薩清修館高校

薩来園

向山自然公園

★

eye lash
salon Amelie

328

キリトリ
有効期限：

令和5年1月末日まで

クーポン券持参で500円引き

（精算時お一人さまクーポン券１枚使用に限る）

▲戸田すみれ代表取締役会長 (前列右から２番目 )と社員の方々

●所在地／入来町副田 5950-22
●営業時間／ 9:30 ～ 17:00
　※日によって変動あり
　� 090（9401）3156
●定休日／日曜日、祝日

▲原料の粉を作る装置

◀�冷却装置に使われる
スクリュー

▶溶接の様子

Satsumasendai city Public Relations, 2022.12.1015
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川
内
歴
史
資
料
館 

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館 

お
正
月
無
料
開
館

令
和
５
年
１
月
４
日（
水
）～
９
日

（
月
）　

▼�

川
内
歴
史
資
料
館

　
（
20
）２
３
４
４

　
▼�

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

　
（
25
）５
５
８
０

令
和
５
年
薩
摩
川
内
市 

二は

た

ち

十
歳
の
つ
ど
い

　
民
法
改
正
に
よ
り
、
成
年
年
齢
が

18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
通
り
20
歳
を
対
象
と
し
、

成
人
式
の
名
称
を
改
め
、
開
催
し
ま

す
。令

和
５
年
１
月
８
日（
日
）11
時
～

※�

開
場
は
10
時
20
分
～

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

※�
自
家
用
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

平
成
14
年
４
月
２
日
～
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※�

市

上
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
事

前
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※�

内
容
の
変
更
や
入
場
を
制
限
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
随
時
市

で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※�

市
外
転
出
者
も
出
席
で
き
ま
す
。

※�

同
行
者
の
入
場
は
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
人
と
し
ま
す
が
、
座
席
を

超
過
し
た
場
合
は
別
室
で
モ
ニ

タ
ー
視
聴
と
な
り
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
Ｇ（
中
央

公
民
館
内
）

�（
22
）７
２
５
１

ひ
と
み
ら
い
セ
ミ
ナ
ー 

多
様
性
を
組
織
の
力
に 

変
え
る
！
～
カ
ギ
を
握
る 

職
場
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
～

令
和
５
年
１
月
13
日（
金
）13
時
～

16
時Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

オ
フ
ィ
ス
・
ピ
ュ
ア
代
表
　
た
も

つ
ゆ
か
り
氏
、
髙た

か

﨑さ
き

恵め
ぐ
み

氏

人
材
の
確
保
や
新
し
い
価
値
の
創

造
、
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
た

め
、
今
注
目
す
べ
き
多
様
性
を
組
織

の
中
心
に
お
い
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

ど
な
た
で
も
可

40
人

令
和
５
年
１
月
６
日（
金
）ま
で

６
カ
月
～
小
学
２
年
生（
無
料
、

12
月
27
日（
火
）ま
で
に
申
し
込
み
が

必
要
）

市

上
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
、
電
話

ま
た
は
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
の
上
、
フ
ァ
ク
ス

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）ま
た
は
本
庁

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
生
涯
学
習
・
ひ
と

み
ら
い
Ｇ（

４
７
４
１
）

（
25
）６
０
５
６

（
25
）６
１
８
８

市
民
大
学
パ
ソ
コ
ン
講
座 

エ
ク
セ
ル
講
座

令
和
５
年
１
月
27
日
～
２
月
24
日

の
各
金
曜
日（
全
５
回
）13
時
30
分
～

15
時
30
分

中
央
公
民
館

文
字
入
力
、
表
の
作
り
方
、
計
算

式
、
デ
ー
タ
の
操
作
方
法
な
ど

初
め
て
エ
ク
セ
ル
に
触
れ
る
方

10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
パ
ソ
コ
ン
は
準
備
し
ま
す
。

１
０
０
０
円（
別
途
資
料
代
が
必

要
）令

和
５
年
１
月
11
日（
水
）必
着

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先

を
明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、

メ
ー
ル

※�

受
講
の
決
定
は
、
文
書
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

〒
８
９
５-

０
０
７
６
　
大
小
路

町
14-

５
　
中
央
公
民
館�

�（
22
）７
２
５
１

（
20
）１
３
３
１

shakai@city.satsum
asendai.lg.jp

薩
摩
川
内
市
民 

ま
ち
づ
く
り
公
社
杯 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

令
和
５
年
１
月
９
日（
月
）８
時
30

分
～
17
時

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

ど
な
た
で
も
可（
学
生
を
除
く
）

※�

た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
。

▼�

女
子
50
歳
未
満

　
▼�

女
子
50
歳
以
上

　
▼�

混
成
50
歳
未
満

　
▼�

混
成
50
歳
以
上

※�

各
パ
ー
ト
９
チ
ー
ム（
１
チ
ー
ム

６
人
ま
で
）

１
チ
ー
ム
１
５
０
０
円

12
月
20
日（
火
）必
着

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
、
本
土

地
域
の
各
体
育
館
お
よ
び
本
庁
・
東

部
４
支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
参
加
料

を
添
え
て
、

へ
直
接

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

（
25
）８
２
８
２

図
書
館
教
養
講
座 

「
鑑
賞
を
楽
し
む 

―
鹿
児
島
市
立
美
術
館
と 

郷
土
ゆ
か
り
の
作
家
た
ち
―
」

令
和
５
年
１
月
21
日（
土
）14
時
～

15
時
30
分

中
央
公
民
館

鹿
児
島
市
立
美
術
館
学
芸
員
　
前ま
え

野の

耕こ
う

一い
ち

氏

美
術
鑑
賞
の
楽
し
み
方
を
学
ぶ
講

座
ど
な
た
で
も
可

先
着
30
人

※�

参
加
無
料

12
月
15
日（
木
）～

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

▲成人式
市

▲�セミナー申
込フォーム

162022.12.10 広報

直
接
、
電
話

中
央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

川
内
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

～
光
の
オ
ー
ナ
ー
～

　
11
月
26
日（
土
）～
令
和
５
年
１
月

９
日（
月
）ま
で
川
内
駅
前
を
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
で
装
飾
す
る
に
当
た
り
、

「
光
の
オ
ー
ナ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。

１
口
１
０
０
０
円

11
月
９
日（
水
）
～
12
月
24
日

（
土
）申

込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
現
金
を
添
え
て
直
接
ま
た
は
申

込
書
を
送
付
・
フ
ァ
ク
ス
の
上
、
銀

行
振
り
込
み

川
内
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局（
市
観

光
物
産
協
会
内
）

（
25
）１
１
４
０

（
25
）４
７
３
９

放
送
大
学 

令
和
５
年
４
月
入
学
生

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
学
生
の
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

必
要
）

▼�

第
１
回
＝
11
月
26
日（
土
）～
令

和
5
年
２
月
28
日（
火
）必
着

　
▼�

第
２
回
＝
令
和
５
年
３
月
１
日

（
水
）～
14
日（
火
）必
着

※�

募
集
学
生
の
種
類
、
出
願
方
法
な

ど
詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※�

資
料
請
求
無
料

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
宮
里
城
、

宮
下
市
営
、
上
川
内
、
桜
井
、
高

来
、
今
村
、
城
上
、
戸
川
、
ハ
イ

タ
ウ
ン
平
佐
特
公
賃

▼�

入
来
地
域
＝
芝
町
、
立
山
一
般

▼�

東
郷
地
域
＝
川
口

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
久
保
、
成
木
田
、
早
馬
、
会

田
一
般
、
大
村
特
公
賃
、
会
田
特

公
賃

▼�

里
地
域
＝
城
山

▼�

上
甑
地
域
＝
上
甑
宮
田
、
平
良
向

▼�

下
甑
地
域
＝
浜
口
第
３
、
西
山

▼�

鹿
島
地
域
＝
松
崎

12
月
21
日（
水
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

12
月
23
日（
金
）10
時
～

の
各

所※�

す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※�

申
し
込
み
が
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱

市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　
　
　
（
25
）１
９
０
０

　
　
▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東

郷
・
祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口

組
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
37
）２
５
３
３

　
　
▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ

ム
甑
島
地
域
市
営
住
宅
管
理

事
務
所

　
　
　

�

０
９
９
６
９（
３
）
２
４

９
３

意
見･

提
言
を 

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
主
要
な
計
画
や
指
針
の

立
案
に
際
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
）制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見･

提

言
を
募
集
し
ま
す
。

薩
摩
川
内
市
定
員
管
理
計
画（
案
） 

策
定
の
目
的
・
内
容

　
中
長
期
的
な
観
点
で
定
員
管
理
を

行
い
、
業
務
量
に
応
じ
た
適
正
な
配

置
を
求
め
る
な
ど
、
効
率
的
か
つ
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
新
た
な
定
員
管
理
の
た
め
の

計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

市

上
、
本
庁
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
、
本
庁
４
階
総
務
課
、
各

支
所
、
甑
島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
中

央
図
書
館

12
月
23
日（
金
）～
令
和
５
年
１
月

22
日（
日
）消
印
有
効

市

上
の
意
見
・
提
言
入
力
フ
ォ
ー�

ム
ま
た
は
任
意
の
様
式
に
住
所
、
氏

名
、
意
見
・
提
言
を
明
記
の
上
、
直

接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
総
務
課
人
事
職
員
Ｇ（

４

５
２
１
）

�（
20
）５
５
７
０

jinjishokuin@
city.

satsum
asendai.lg.jp

令
和
３
年
度
の 

「
介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ

ポ
イ
ン
ト
」の
転
換
は
お
済

み
で
す
か
？

12
月
28
日（
水
）ま
で

右
記
見
本
の
令
和
３
年
度
介
護
予

防
元
気
度
ア
ッ
プ
カ
ー
ド（
ピ
ン
ク

色
ま
た
は
黄
緑
色
）と
印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※�

代
理
者
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
者
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

※�

令
和
４
年
度
分
の
カ
ー
ド（
黄
色

ま
た
は
灰
色
）の
転
換
は
、
令
和

５
年
４
月
10
日
以
降
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
包
括
支

援
Ｇ（

２
６
７
６
）ま
た
は
各
支

所
、
甑
島
振
興
局
、
各
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ

▲放送大学

▲みほん▲みほん

▲市

▲�意見・提言
入力フォー
ム
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川
内
歴
史
資
料
館
臨
時
休
館

令
和
５
年
１
月
17
日（
火
）

特
別
展
示
撤
収
作
業
の
た
め
臨
時

休
館
い
た
し
ま
す
。

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
・

高
速
船
甑
島
の
ド
ッ
ク
に
よ

る
運
休
お
よ
び
ド
ッ
ク
期
間

中
の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」は
令

和
５
年
１
月
13
日（
金
）～
26
日（
木
）

ま
で
、「
高
速
船
甑
島
」は
令
和
５
年

１
月
31
日（
火
）～
３
月
８
日（
水
）ま

で
、
ド
ッ
ク
の
た
め
運
休
し
ま
す
。

　
高
速
船
各
便
は
、
乗
船
の
２
カ
月

前
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
旅
客
定
員

に
達
し
た
場
合
は
、
予
約
し
た
方
を

優
先
し
ま
す
の
で
、
利
用
す
る
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

電
話
、

上
の
入
力
フ
ォ
ー
ム

▼�

甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所
　
　

�（
41
）５
１
０
０

　
▼�

甑
島
商
船
㈱
予
約
セ
ン
タ
ー
　

�（
32
）６
４
５
８

川
内
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス 

フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き 

ド
ッ
ク
期
間
中
の
ダ
イ
ヤ

　「
フ
ェ
リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
」の

ド
ッ
ク
に
よ
る
運
休
に
伴
い
、
川
内

港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
ダ
イ
ヤ
も

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

　
併
せ
て
、
甑
島
島
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
交
通
の
ダ
イ
ヤ
も
変
更
し
ま
す
。

南
国
交
通（
株
）川
内
営
業
所

（
23
）８
４
０
０

風か
ざ
ぐ
ち口
橋
補
修
工
事
に
伴
う 

車
両
通
行
止
め

　
御
陵
下
町
の
風
口
橋
補
修
工
事
に

伴
い
、
車
両
通
行
止
め
を
実
施
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
10
日（
火
）～
２
月

28
日（
火
）（
予
定
）

※�

規
制
期
間
の
前
半
は
夜
間
通
行
止

め
、
後
半
は
終
日
通
行
止
め
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

※�

終
日
通
行
止
め
の
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
看
板
や
チ
ラ
シ

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�

歩
行
者
は
通
行
で
き
ま
す
。

※�

風
口
橋
手
前
ま
で
は
通
行
で
き
ま

す
が
、
周
辺
の
道
路
が
狭
い
た
め
、

迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
２
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー 

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
施
設 

使
用
仮
予
約
受
け
付
け
開
始

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
の
施
設

使
用
仮
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
４
日（
水
）

▼�

13
時
30
分
か
ら
の
抽
選
会
で
、
受

け
付
け
順
番
を
決
定
し
、
そ
の
順

番
で
仮
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼�

抽
選
会
に
は
、
１
団
体
・
１
人
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼�

抽
選
会
に
参
加
さ
れ
な
い
方
の
仮

予
約
は
、
令
和
５
年
１
月
４
日

（
水
）16
時
以
降
、
受
け
付
け
ま
す
。

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
天
辰

町
）（

22
）７
７
４
１

リ
ン
ク
先
へ
の
誘
導
に
要
注

意
！
～
宅
配
業
者
を
名
乗
る

Ｓ
Ｍ
Ｓ
～

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
届
い
た
宅
配

業
者
を
名
乗
る
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス（
Ｓ
Ｍ
Ｓ
）の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に

ア
ク
セ
ス
し
た
後
、
重
大
な
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
宅
配
業
者
の

他
に
携
帯
電
話
会
社
や
大
手
通
販
サ

イ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
、
銀
行
な

ど
を
名
乗
る
も
の
も
あ
り
、
手
口
は

巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
リ
ン
ク
先
に

安
易
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

港名
１便 ２便 臨時便（日曜日のみ）

下り 上り 下り 上り 下り 上り

川内 8:50 11:50 15:10 18:10 12:00 14:50

里
11:00 発 16:00 着 14:00 発

10:50 着 16:10 発 13:55 着

長浜 10:00 10:10 16:50 17:00 13:10 13:15

｢高速船甑島｣ の運航ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中
　　（令和５年１月 13日（金）～ 26日（木））

▲甑島商船
（株）

〕〔〕〔

通行止め箇所
天
神
池

国
道

3号
国

道
3号

●川内高校

●山口ガス

●
ニシムタ
上川内店
 

御陵下
運動公園

中越
パッケージ

● 

可愛小学校
●

御陵下
交差点

風口橋

上川内駅

上川内駅

肥薩おれんじ鉄道

●

（高速船甑島のドック期間中、フェリーニューこしきの運航ダイヤは変更なし）

臨時便（日曜日のみ）

国
道
３
号
ル
ー
ト

バ
ス
停

川内駅（2番のりば） 8:00 12:25 14:15 18:50 11:05 15:25

山形屋前 8:05 12:20 14:18 18:40 11:08 15:20

大小路（国道） 8:07 12:18 14:20 18:38 11:10 15:18

上川内 8:10 12:15 14:23 18:35 11:13 15:15

草道駅前 8:20 12:06 14:32 18:26 11:22 15:06

川内港ターミナル 8:30 12:00 14:40 18:20 11:30 15:00

 高速船甑島  8:50 発  11:50 着  15:10 発  18:10 着  12:00 発  14:50 着

県
道
京
泊
大
小
路
ル
ー
ト

主
な
バ
ス
停

川内港ターミナル 8:55 11:25 15:15 17:50 12:05 14:35

船間島入口 9:03 11:17 15:23 17:42 12:13 14:27

五代 9:14 11:06 15:34 17:31 12:24 14:16

新田神社 9:19 11:01 15:39 17:26 12:29 14:11

大小路（国道） 9:24 10:56 15:44 17:21 12:34 14:06

川内駅（2番のりば） 9:30 10:50 15:50 17:15 12:40 14:00

｢川内港シャトルバス｣ の運行ダイヤ
※フェリーニューこしきのドック期間中（令和５年１月１３日（金）～２６日（木））
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ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

消
費
生
活
相
談
窓
口
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
　

局
番
な
し
１
８
８

　
▼�

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　

　
　
（
23
）０
８
０
８

　
▼�

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　

�

０
９
９（
２
２
４
）０
９
９
９

12
月
は
県
下
一
斉
国
保
税
滞

納
整
理
強
化
月
間

　
県
で
は
、
県
下
一
斉
に
国
保
税
の

滞
納
整
理
強
化
月
間
を
設
け
、
収
納

率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
催
告
書
の
送
付
や
財

産
調
査
に
基
づ
く
滞
納
処
分
な
ど
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

※�

国
保
税
は
国
保
制
度
を
支
え
る
貴

重
な
財
源
で
す
。
納
期
内
納
付
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
庁
収
納
課
納
税
Ｇ（

２
４
５

０
）

肥
料
費
な
ど
高
騰
対
策
支
援

事
業
説
明
会

▼�

12
月
19
日（
月
）樋
脇
公
民
館

　
　
▼�

12
月
20
日（
火
）東
郷
公
民
館

　
　
▼�

12
月
21
日（
水
）祁
答
院
公
民

館

　
　
▼�

12
月
23
日（
金
）甑
島
振
興
局

　
　
▼�

12
月
26
日（
月
）入
来
支
所

　
　
▼�

12
月
27
日（
火
）国
際
交
流
セ

ン
タ
ー

※�

本
土
地
域
の
各
会
場
は
全
て﹁
15

時
～
﹂と﹁
18
時
30
分
～
﹂の
２
回

開
催
、
甑
島
振
興
局
は﹁
13
時
～
﹂

の
開
催

肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
圧
迫
す

る
農
業
経
営
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
補
助
事
業
説
明
会

▼�

市
内
に
住
所
を
有
し（
農
業
法

人
を
含
む
）令
和
４
年
分
確
定

申
告
の
農
畜
産
物
販
売
額
が
50

万
円
以
上
あ
る
方
ま
た
は
認
定

新
規
就
農
者

　
▼�

農
業
法
人
の
場
合
、
直
近
の
決

算
書
の
農
畜
産
物
販
売
額
が
50

万
円
以
上
あ
る
者

本
庁
畜
産
営
農
課
営
農
指
導
Ｇ

（

４
４
６
１
）

飼
料
費
高
騰
対
策
支
援
事
業

令
和
５
年
１
月
16
日（
月
）～�

飼
料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
圧
迫
す

る
農
業
経
営
負
担
の
軽
減
を
目
的
と

し
た
市
単
独
補
助
事
業

▼�

市
内
に
住
所
を
有
し
、
農
業
所

得
が
総
所
得
の
概
ね
５
割
以
上

あ
り
、
令
和
４
年
の
畜
産
物
販

売
額
が
50
万
円
以
上
あ
る
者

（
農
業
法
人
を
含
む
）

　
▼�

前
項
に
か
か
わ
ら
ず
令
和
４
年

１
月
１
日
以
降
に
、
新
規
に
畜

産
経
営
を
開
始
し
た
者

令
和
５
年
１
月
16
日（
月
）～
２
月

17
日（
金
）

※�

詳
し
く
は

へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

本
庁
畜
産
営
農
課
畜
産
指
導
Ｇ

（

４
２
３
１
、
４
２
３
２
）

ミ
ツ
バ
チ
の
飼
育
を
行
う
方

は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
養
蜂
振
興
法
に
基
づ
き
、
ミ
ツ
バ

チ
の
飼
育
者（
趣
味
飼
育
者
、
飼
育

予
定
者
も
含
む
）は
、
毎
年
、
養
蜂

飼
育
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

本
年
、
提
出
さ
れ
て
い
る
方
で

あ
っ
て
も
、
来
年
も
引
き
続
き
飼

育
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て
提
出
が

必
要
で
す
。

令
和
５
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

※�

届
出
様
式
は
、
市
ま
た
は
県

上

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
本
庁

畜
産
営
農
課
、
各
支
所
お
よ
び
甑

島
振
興
局
で
配
布

▼�

県
北
薩
地
域
振
興
局
農
政

普
及
課

　
　
　
（
25
）５
５
３
１�

　
　
▼�

本
庁
畜
産
営
農
課
畜
産
指
導

Ｇ（

４
２
３
２
）ま
た
は
各

支
所
、
甑
島
振
興
局

メリ
ット

広告料0円！
プレゼント以外の費用はかかりません。

新規顧客をゲット！
プレゼント当選者は直接来店

市内約3万3,000世帯や
駅、スーパーなどに配布！
市内全域でのお店のPRが可能です。

このお店
知らなかった！
今度行って
みよう♪

なかなか入る勇気が
なかったお店だ！
行ってみようかな

プレ
ゼント提供事業者を

募集中！

　広報薩摩川内の「読者のひろば」コーナーなどに投稿していた
だいた方に抽選でお送りしているプレゼント（22面）の提供事業
者を募集しています。
　詳しくは市　  をご確認ください。

掲載希望の際は市HPの申込書をダウンロード
し、必要事項を明記の上、本庁4階秘書広報課
へ直接、ファクス、メール
　　 秘書広報課企画総務・
　　 広聴広報G（　 4122）
　 （20）5570
　 koho@city.satsumasendai.lg.jp ▲市

▲県

▲市
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

前
原

　
　右う

き
ょ
う京

入
来
地
域

吉
田

　
　倫り

ん
た
ろ
う

太
朗

濵
田

　
　幸に

こ花

東
郷
地
域

岩
下

　
　翔か

な
と斗

牛
之
濱

　悠ゆ
う

祁
答
院
地
域

福
永

　
　達い

た
る

上
甑
地
域

木
上

　
　鈴す

ず
な菜

下
甑
地
域

丸
山

　
　煌ひ

ゆ結

川
内
地
域

（
出
生
児
）

有
川

　
　暖は

る
と和

川
島

　
　え
れ
あ

友
岡

　
　美み

こ心

德
田

　
　乙お

と
は葉

丸
尾

　
　千ち

よ宵

山
田

　
　康こ

う
き稀

岩
切

　
　琉り

ゅ
う
ま真

山
下

　
　愛あ

い
り莉

合

　
　央お

う
す
け丞

松
木

　
　つ
ぐ
実み

甲
斐

　
　心み

な
と湊

筒
口

　
　結ゆ

い
は葉

平
尾

　
　悠は

る
と人

山
田

　
　蒼そ

う
す
け恭

永
徳

　
　詩う

た
は羽

村
上

　
　莉り

お音

下
�
宿

　望み

う羽

立
山

　
　お
と

武

　
　
　侑ゆ

う
し
ん芯

小
牧

　
　依え

な称

樫
脇

　
　凛り

ん

下
迫

　
　稟り

ん

柚
木
﨑

　彩さ

ち千

安
藤

　
　暖の

あ逢

川
口

　
　采と

き暉

牧
迫

　
　士こ

と
き喜

飯
森

　
　心み

お凰

髙
橋

　
　ひ
よ
り

坂
下

　
　音お

と
は葉

小
松

　
　咲さ

あ
や絢

小
倉

　
　叶か

な
た大

城
下

　
　己み

か

さ

勝
朔

木
原

　
　皇お

う
が河

正
竹

　
　佑う

た多

寺
脇

　
　慧け

い
と人

上
之
園

　咲え

な梛

小
牧

　
　嵩し

ゅ
う

小
田

　
　梛な

ぎ
と叶

岩
下

　
　侑ゆ

あ愛

下
大
迫

　は
る

鬼
塚

　
　瑛え

い
た大

設
樂

　
　琉る

い

か

依
叶

橋
口

　
　愛あ

い
な奈

東

　
　
　涼す

ず
か楓

中
野

　
　咲え

ま茉

竹
山

　
　知と

も
ひ
ろ宏

矢
崎

　
　日ひ

な

た

那
太

時

　
　
　爽そ

う
ま真

上
白
石

　実み

ゆ侑

　日本語には、発音が同じなのに違う意味の言葉
がたくさんあるつん。
　例えば、「かった」と発音する単語は、「買った」、

「勝った」、「刈った」などたくさんあるつん。せん
で弁で「かった」というと、「かるた、めんこ」の他に、

「多分、なんとなく」という意味があるつん。
　つんのおじいちゃんから聞いた面白い話を紹介
するつん。
　おじいちゃんが小学生の頃に、「かった（めん
こ）」がはやっていて、自分のお小遣いでかった
かったと、友達にかったかったと、友達からかっ

た（借りた）かったを持っていて、
「かった（多分）」、かったかったが

一番多かったんだって。
　いったい、どの「かった」が一番
多かったのかな？そして、今回の
せんで弁講座で何回「かった」を
言ったかな？
　みんな、分かった？

せんで弁講座
「かった」は「かったかった？」

【
尚
明
】

【
大
志
】

【
さ
や
佳
】

【
勝
太
郎
】

【
大
樹
】

【
は
や
と
】

【
公
貴
】

【
大
地
】

中
郷
五
丁
目

副
田

副
田

斧
渕

斧
渕

黒
木

中
甑

長
浜

（
保
護
者
）

【
和
秀
】

【
久
直
】

【
悠
輔
】

【
萌
子
】

【
麻
美
】

【
裕
介
】

【
拓
真
】

【
雄
大
】

【
隆
太
】

【
健
太
】

【
美
保
】

【
真
揮
】

【
迪
彦
】

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

山
之
口

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

平
佐

【
碧
輝
】

【
修
作
】

【
凌
平
】

【
和
希
】

【
裕
之
】

【
知
宏
】

【
侑
聖
】

【
伸
太
郎
】

【
真
由
美
】

【
渉
太
】

【
由
佳
】

【
千
聡
】

【
洋
一
】

【
卓
也
】

【
と
も
み
】

【
勇
一
】

【
彩
人
】

【
千
晴
】

五
代

五
代

中
郷

百
次

百
次

百
次

百
次

永
利

永
利

永
利

永
利

高
城

陽
成

城
上

湯
田

原
田

中
郷
三
丁
目

中
郷
三
丁
目

【
縁
光
】

【
れ
な
】

【
亮
太
】

【
仙
太
郎
】

【
礼
夏
】

【
悌
也
】

【
翔
】

【
健
太
】

【
悠
】

【
健
太
】

【
竜
大
】

【
寿
朗
】

【
祐
輝
】

【
将
吾
】

【
真
吾
】

【
武
】

【
航
平
】

【
敢
也
】

平
佐

白
和

天
辰

天
辰

天
辰

天
辰

天
辰

若
葉

大
小
路

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

五
代

 vol.57

■総人口 92,357人（－ 34人）
　男　性 44,745人（－ 35人）
　女　性 47,612人（＋ 1人）
■世帯数 46,349世帯（＋ 12世帯）

市民の動き（11月1日現在）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 12月23日（金） 
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市内交通事故の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/11/7）

区　分 件　数
交通事故 187 件（前年比 ＋    6 件）
死　　者 1 件（前年比 ＋    1 件）
負 傷 者 205 件（前年比 －   3 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R4/1/1 ～ R4/11/4）

区　分 件　数
火　災 36 件（前年比 ＋  6 件）
救　急 3959 件（前年比 ＋ 571 件）
救　助 34 件（前年比 ＋  5 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（12月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

９
・
10
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

税　目 納期限
固定資産税４期 12月26日（月）

国民健康保険税６期 12月26日（月）

202022.12.10 広報

川
内
地
域

（
氏
　名
）

鬼
塚

　桂
子

小
園

　ユ
リ
子

天
村

　和
子

米
盛

　実

畑
山

　俊
雄

大
𠩤𠩤

　シ
ヅ
ヱ

森

　サ
チ
子

白
鳥

　茂
男

天
野

　ス
ミ

橋
野

　政
治

樋
脇
地
域

光
桑
野

　和
美

光
桒
野

　勇

入
来
地
域

祁
答
院

　花
子

池
頭

　サ
ツ
子

伊
地
知

　マ
ツ
ヱ

萩
元

　俊
一

谷
口

　俊
子

　
東
郷
地
域

上
原

　ミ
キ
エ

阿
久
根

　レ
イ
子

宮
里

　美
津
子

橋
元

　豊

西

　倫
德

桑
原

　繁

寺
脇

　安
知
子

岩
元

　和
人

山
口

　ケ
イ
子

髙
﨑

　洋
子

佐
々
木

　𠀋𠀋
𠀋

𠮷𠮷
𠮷

　京

石
塚

　サ
ト
エ

有
村

　逸
郎

西
畑

　ノ
リ
子

堀
之
内

　幹
夫

遠
矢

　秀
己

坂
元

　順
子

（
年
齢
）

【
96
】

【
85
】

【
94
】

【
63
】

【
63
】

【
76
】

【
95
】

【
99
】

【
90
】

【
76
】

西
向
田

宮
里

宮
崎

平
佐

平
佐

天
辰

天
辰

天
辰

若
葉

国
分
寺

【
74
】

【
92
】

【
96
】

【
91
】

【
101
】

【
69
】

【
93
】

【
82
】

【
82
】

【
78
】

市
比
野

市
比
野

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

斧
渕

斧
渕

斧
渕

【
91
】

【
89
】

【
90
】

【
90
】

【
73
】

【
93
】

【
71
】

【
72
】

【
73
】

【
96
】

【
93
】

【
90
】

【
73
】

【
80
】

【
80
】

宮
内

宮
内

宮
内

五
代

水
引

港百
次

百
次

百
次

百
次

永
利

寄
田

高
城

城
上

平
佐
一
丁
目

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

山
下

　桃
代

小
林

　シ
ヅ
エ

山
下

　浩

祁
答
院
地
域

村
原

　節

海
野

　ヱ
ミ
子

上
甑
地
域

和
田

　寧
人

中
村

　イ
セ
ミ

下
甑
地
域

𠮷𠮷
𠮷

　イ
ク
モ

【
101
】

【
101
】

【
91
】

【
97
】

【
85
】

【
93
】

【
79
】

【
106
】

斧
渕

南
瀬

南
瀬

黒
木

下
手

中
甑

平
良

手
打

2022.12月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和４年
12月23日（金）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

10
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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読 者 の ひ ろ ば
仲
良
き
こ
と
は
美
し
き
か
な

　
す
て
き
な
光
景
を
目
に
し
ま
し
た
。

60
代
後
半
と
思
わ
れ
る
ご
夫
婦
が
、
手

を
つ
な
い
で
仲
良
く
歩
い
て
い
る
の
で

す
。
見
慣
れ
な
い
方
た
ち
だ
っ
た
の
で
、

思
い
き
っ
て
声
を
掛
け
ま
し
た
。
東
京

か
ら
友
人
の
故
郷
を
訪
ね
た
と
の
こ
と
。

こ
ち
ら
ま
で
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。「
仲
良
き
こ
と
は
美
し
き
か
な
」

そ
の
通
り
だ
と
思
う
出
来
事
で
し
た
。

ワ
ン
ダ
フ
ル
お
ば
さ
ん（
68
歳
）

た
き
火
台
と
マ
シ
ュ
マ
ロ

　
手
先
の
器
用
な
主
人
が
、
た
き
火
台

を
作
っ
て
い
ま
す
。
栗
山
で
の
昼
食
時
、

さ
ま
ざ
ま
な
物
を
焼
い
て
食
べ
ま
す
。

孫
の
好
物
は
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
で
す
。
長

い
竹
串
に
刺
し
、
自
分
の
好
み
に
焼
い

て
食
べ
て
い
る
顔
は
笑
顔
。

　
健
康
で
元
気
に
過
ご
し
て
く
れ
た
ら

と
願
う
じ
い
じ
と
ば
あ
ば
で
す
。

  

平
佐
の
ば
あ
ば（
71
歳
）

き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た

　
中
村
町
戸
田
の
コ
ス
モ
ス
、
ひ
ま
わ

り
が
と
て
も
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。

平
佐
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で

実
施
し
て
い
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
活

用
し
て
、
戸
田
自
治
会
で
植
え
た
も
の

で
す
。

Ｈ
・
Ｔ（
72
歳
） 

　

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真などを住所、
氏名、連絡先、ペンネーム、メッセージを記入の上、メールなど
でお送りください。

提出・問合先／本庁コミュニティ課生涯学習・ひとみらい政策G（内線4741）
　　　　　　　　 hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

古民家レストラン公ノ庵
住  入来町浦之名 10023-1
営  11:00 ～ 14:00（土日は 14:30）
　  ラストオーダーは
　  閉店 30 分前
休  毎週木曜日
（44）4685

●入来中学校●入来中学校

●菅原神社●菅原神社

●大宮神社●大宮神社

日之丸交差点日之丸交差点

328

古民家
レストラン
公ノ庵

42

お世話になっている先生方、いつもありがとうございます。
 （ペンネーム:たぅちん）

【締切】 12 月 23 日（金）消印有効

　上記締切までにお便りを頂いた方の中から、
｢古民家レストラン公

こ う あ ん

ノ庵｣のお食事券（1,000円）を５
人にプレゼント。
　４種類のランチと定食は、地元のお米と食材を使い、
品数も豊富でデザートもついている大満足のメニュー。
おいしい食事と、古民家を改装したおしゃれで落ち着
い た 雰 囲 気 に 癒 や さ れ ま す。 ま た、 夜 は １ 組 限 定（10
人 か ら ）完 全 貸 し 切 り で 予 約 を 承 り ま す。 駐 車 台 数 に
限りがありますので、乗り合わせでお越しください。

▲Instagram

222022.12.10 広報

Ｐ２　 未来をたくましく生きる力を育むために
　　　  本市の子どもの学力・学習の状況
Ｐ４　 かごしま国体通信／防災トピックス
Ｐ５　 みんなの119
Ｐ６　 私のFood記
Ｐ７　 まちの話題
Ｐ８　 年末年始の業務案内
Ｐ10　令和３年度 決算の概要をお知らせします
Ｐ13　キジカケル突撃レポート！
Ｐ14　人のとなりに
Ｐ15　企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ16　情報掲示板
Ｐ20　うぶごえ・おくやみ
Ｐ22　読者のひろば

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　   0996（23）5111   0996（20）5570
　　　　　　   0996（22）8115 （直通） 
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外    0996（23）5115

■編　集
本庁未来政策部秘書広報課

koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　  0996（37）3111   0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　  0996（44）3111   0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　  0996（42）1111   0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　  0996（55）1111   0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　  09969（2）0001   09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　  09969（3）2311   09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　  09969（4）2211   09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　  09969（7）0311   09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　  0996（22）0119   0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　  0996（20）8500   0996（20）8512

■
　

広報電話

0120（894）256
※ 夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報

が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
 050（3850）0018

※月曜日～土曜日の 8：30 ～ 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

問合先／ 本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀  Android 版 ◀ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

　今月は、特別国民体育大会燃
ゆる感動かごしま国体を来年に
控え、国体１年前イベントでの
子どもたちの様子を表紙にさせ
ていただきました。
　２０２０年に開催予定であっ
た国体が新型コロナウイルス感
染症の影響で延期され、早２年
半。現在も以前のような日常は
送れませんが、徐々に元の生活
に戻ってきているのではないで
しょうか。

　10月９日（日）の市民運動会は、園児やスポーツ推進委員の方
を中心に、国体のイメージソング｢ゆめ～ＫＩＢＡＩＹＡＮＳＥ
～｣に合わせて踊り、最後にバルーンリリースを行い、国体の気
運醸成に花を添えていただきました。
　本市では、半世紀に１度しか開催されない国体をサポートし
ていただけるボランティアを募集しています。国体に参加して
選手たちの熱気を肌で感じ、記憶に残るかごしま国体にしてみ
ませんか。

◎今月の表紙

担当者の声

11月６日（日）、３年振りの開催となった薩摩川内は
んやまつりを見に行きました。新型コロナウイル

ス感染症対策で掛け声が控えられていましたが、これまで８
回連続で参加していた私にとって、沿道から見る色とりどり
の踊り連は新鮮に感じました。
　さて、２０２２年を振り返ると、思いも寄らない出来事が
国内外で起きました。来年は、待ちに待ったかごしま国体が
開催されます。少しでも以前のような日常生活を送ることが
でき、にぎやかにイベントが開催され、穏やかな年になるこ
とを願うばかりです。　　　　　　　　　　　　　（瀬戸口）
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